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熱帯雨林の多様性 

 

金重 文殊（淳心学院中学校 2年生） 

 
「驚異の部屋(ドイツ語：ヴンダーカンマー Wunderkammer)」とは、

15世紀から18世紀にかけてヨーロッパで作られていた珍品収集室

のことである。 

自然物から人工物まで、珍しいものなら何でも集めたという。 

この珍奇なコレクションは全くもって非科学的かつ無意味なよう

にも思えるが、その一部は博物館の先駆けとなった。 

実際、かの有名な大英博物館も、ハンス・スローン卿のヴンダー

カンマーの品を寄贈したものである。 

このように、人々の単なる好奇心から生まれたものが、後になって学術的になってゆく。 

まず、自然界のあらゆるものを不思議に思ってもらえるようなヴンダーカンマーになること。 

あらためて博物学を見直してもらうこと。 

それをコンセプトにして、本作品を作った次第である。 
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〜レポート〜 

近年、熱帯雨林の開発による環境問題が多数報告されている。 

そこで、それらの問題の要因と解決策を考えてみることにした。 

以下、発表した内容である。 

 

①熱帯雨林の構造 

熱帯雨林は、主に林床、低木層、高木層、巨木層とあるなかで、

動物の巣や餌場、また着生植物や蔓植物の自生場所は高木層に多

いことが分かった。 

 

②起きている問題 

⑴フタバガキ科(Dipterocarpaceae sp p.)の常緑高木の伐採 

→・日本への南洋材としてのラワン材（ベニヤ板)の輸入の規制 

・日本の林業の復活 

 

⑵希少動植物の乱獲や密猟 

 

③生物多様性の重要性    

⑴赤の女王仮説 

・進化的軍拡競争 

例）托卵するカッコウと見破るオオヨシキリ、毒を持つサメハダイモリと免疫を備えるニシガーター

ヘビ 

 

・有性生殖の利点 
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例）単為生殖をするアブラムシが冬にだけ雄を産む 

 

⑵瓶首効果(ボトルネック効果) 

例）トバ・カタストロフ理論とヒトジラミの分化による証明 

 

④ガイア理論 

 

〔展示物について〕 

1.沖縄県におけるシダ植物のフィールド調査 

 

2.着生シダやアリ植物の展示と解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


